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を含んだ税込み価格の表示です。
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Photo/三部正博 Sambe Masahiro  Hair&Make-up/中山知美 Nakayama Tomomi
Styling/上野真紀 Ueno Maki  Text/藤井たかの Fujii Takano

「いつか笑福亭鶴瓶さんに登場してもらいたい！」

そんな編集部の夢が、モード・オプティーク50号特別企画でついに実現した。

日本の眼鏡アイコンである笑福亭鶴瓶さんに、高校時代のピンクの眼鏡や

映画に憧れて探した丸眼鏡、約30年変わらずに愛用する“あのメタルフレーム”、

落語におけるフィッティングの重要性など、気になる眼鏡学を聞いた。

笑福亭鶴瓶さんの眼鏡学
50号特別企画
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Text/伊藤美玲 Ito Mirei　Illustration/てんぐアート

モード・オプティークは今回めでたく50号目を迎えた。
ライセンスブランドの全盛期だった四半世紀前の1995年に構想が練られ

1996年に第１号が発刊。それから眼鏡業界とともに歩んできた
50号に渡る歴史を、今年節目を迎えたブランドとともに振り返っていきたい。
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FACE A FACE
ヨーロッパでハウスブランドが盛り上
がり始めた30年前、ブランドがスタート。
鮮やかなカラーリングとモダンで可愛
らしさも備えたデザインにより、今なお
シーンを牽引し続けている。

frost
ジュエリーデザイナーだったマリオンが、
夫のパリスのために作った眼鏡が好評
だったことからブランドがスタート。当
時は、よりアバンギャルドで愛嬌のある
デザインが多く見られた。

999.9
日本のハウスブランドの勃興
期に誕生。「眼鏡は道具である。」
というコンセプトのもと、掛けやす
い、壊れにくい、調整しやすいと
いった機能の追求により生まれた
デザインが、鮮烈な印象を与えた。

初期モデル

初期モデル

初期モデル
25周年にあたり新たに開発された、円
柱形のTWISTヒンジを搭載。柔軟性
のある開閉とデザイン性を兼備。
「UPDATE」
問ファース ア ファース ジャパン

ブランドを象徴する逆Rパーツを搭載した
新作。2020-2021コレクションの初回展開
には、テンプルに「Quarter-century」の
印字が。「NP-47 Col.513」価格3万8500円
問フォーナインズ
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メガネフレーム デザイン部門受賞

SILMO D'OR award 2020
シルモドールアワード

協力／フランス見本市協会

今年のシルモは小規模ロードショー形式の展示会「SILMO OUTSIDE THE WALLS（壁を越えたシルモ）」として開催された。
コロナ禍でもシルモドール2020が開催されたことは業界でも大きな話題となり、励みになったことはまちがいない。

ここではその受賞モデルと、グランプリを受賞したブランドのコメントを紹介したい。

問マサヒロ マルヤマ

「Monocle MM-0052」
価格5万5000円

S
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M
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0
2
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MASAHIROMARUYAMA
「 Monocle MM-0052 」Q

A

グランプリおめでとうございます。
感想をお聞かせください

ありがとうございます!

Q

A

シルモに出展したのは
いつからですか？

Silmo初出展は2012年です。
Tokyo Eyesとして
３ブランドで出展しました。

Q

A

シルモドールにエントリーしたのは
いつからですか？

Silmo初出展の
2012年からです。

Q

A

シルモドールの
受賞歴を教えてください

毎年参加しています。
2016年はノミネートされ、
今回2020年２回目のノミネート、
グランプリ受賞になりました。

Q

A
丸山さんにとってシルモドールとは？

ブランドをスタートした時からの
大きな目標です。

Q

A
今年受賞したフレームについて教えてください

どこかの美術館で見た、近世の絵画の
気品のようなイメージを
モノクル（片眼鏡）をヒントにデザインしました。
加工が難しいチタン素材の限界での遊び
（デザインと加工のバランス）を
楽しんでもらえたらと思います。

Q

A
受賞後のまわりの反応をお聞かせください

いつもは展示会の最中に現地で発表されるのですが、
今回はリモートで発表となったことにより
多くの方からタイムリーに連絡をいただきました!
嬉しかったです。ありがとうございました！

Q

A

来年はブランド創立10年。マサヒロマルヤマの
今後のビジョンを教えてください

満を持して臨む10周年になりそうです。
さらに良いデザインをご提案できるよう、
日々デザインを考え作業を進めます。
2021年は国内ではしっかり展示会の開催
（今年は開催できず）、海外の主要展示会へは
行けることを祈っています。
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特集

Photo/鈴木陽介 Suzuki Yosuke Hair&Make-up/石川ひろ子 Ishikawa Hiroko
Styling/田中美和子 Tanaka Miwako Model/モトーラ世理奈 Motola Serena

撮影協力／AWABEES、UTUWA

家で過ごす時間が増えた今、自宅で快適に過ごすための眼鏡が見直されている。
オンラインミーティングで好印象な眼鏡、職場とは異なるパソコン環境でも目が疲れない眼鏡、
家でくつろぐ時間に最適な眼鏡など、在宅勤務や家時間に合った眼鏡とレンズの選び方を提案。

ステイホームで家にいる時間が増えた今だからこその眼鏡選び、ぜひポジティブに。

潰れたような丸が印象的なクラシカルな雰囲気漂う眼鏡。ルノア「A12 Mod.500 Col.02matte」価格4万700円問グローブスペックスエージェント

家めがね
@HOME



フィル

f i l

価格各3万8500円
後頭部をまわり込む2本
のステンレスワイヤーを
調節し、キュッと固定して
掛ける新感覚のツーポイ
ント。シリコンチューブの
一山式ブリッジが鼻にフ
ィットし、レンズは安定し
たポジションに。重さを感
じさせず、ズレないから家
時間が快適になる。
問ブリッジ

F-3, F-4, F-8, F-5

Photo/青木健格 Aoki Takenori（WPP）  Text/藤井たかの  Fujii Takano

新しい生活様式がはじまり、今までよりも家で過ごす機会が増えたため、
自宅で眼鏡を掛けることが増えたのでは？ だからこそ「家めがね」カタログ。
家で掛ける眼鏡に大切なのは“ラクなこと”。長く掛けても疲れない、
軽い、ズレない、気軽に使える。そんな機能的な「家めがね」を紹介しよう。

家めがね
カタログ

機
能
編

ツ ー ポ イ ント め が ね
軽い眼鏡の代表格と言えば、レンズを2点で留めるフチなしのツーポイント。フチがないから視界が良好で、

長く掛けてもストレスが少ない。ネジを使用しない独自機構やワイヤーフレームなど、新たなデザインが続々と登場！

上から順に時計回り：

42



Text/藤 裕美 Toh Hiromi

世界では、新型コロナウィルスの感染拡大により出入国制限や
外出禁止措置など生活が一変した。
この世界危機のなか、ブランドやデザイナーたちはどのように
過ごしていたのか。写真とともに話を聞いた。

一日中ミーティングした日はソーメルス
3兄弟でランニングするのが日課に。

海 外 の デ ザ イ ナ ー

い ま 、

ど う 過 ご し て る ？

theo

新作をみんなで開い
たことは、早いクリ
スマスギフトでした。

インスパイアの根源が
記載されたプレイブッ
クとコレクションとと
もにビデオ会議。

スタッフが安全に仕事ができ
るようにオフィスを準備。

ここは、物流の担当者トムの安全地帯。

58

問テオ アイウェア



Photo／青木健格 Aoki Takenori（WPP）　Text／小堀真子 Kobori Mako

激動の2020年にあっても、モノ作りの挑戦は終わらない。
例年に比べるとカラフルでパンチのあるフレームが目を引いた今季は、
展示会でもデザイナーたちの底力と強いエネルギーを見せつけられた。
ここに紹介する全19ブランドの新作からも、きっと何かを感じられるはずだ。

「Serpico Col.9610」価格3万6300円

「LOVELY-3 Col.TY-13B」価格4万1800円

「Clockwork.O Col.8989」価格3万9600円

「LOVELY-3 Col.TY-91」価格4万1800円

「BTYG3 Col.03 Green Camo」価格3万800円

「FLASH BACK Col.KH」価格3万800円

「BTY98C Col.3 Black/Green Camo」価格2万9700円

「Mute Col.BK」価格3万1900円

レスザンヒューマン
lessthanhuman
「NEW WAVE」をテーマに、70年代
の映画タイトルを冠した最新作。右の
「セルピコ」はスクエアフロントのコン
ビフレーム。タイル状に施した3D三角
形が幾何学的かつ近未来を感じさせる。
左は六角形のセルフロントに切れ込み
を入れ、シートメタルのリムをはめたま
さに「Clockwork（ゼンマイ仕掛け）」
なデザインだ。問サイン

タカノリ ユゲ
TAKANORI YUGE
人気の「LOVELY」シリーズから発売さ
れた新モデルは、フロントとテンプルの
コントラストがユニーク。曲線で構成し
た柔らかくエレガントなフロントに対
して、テンプルは直線的でカジュアルな
印象を放ち、絶妙なミスマッチを演出し
ている。定番のバイカラーにもゼブラ柄
など遊び心を注入！　問東京オプチカ
ル ショールームショップ

エフェクター
EFFECTOR
80年代のハリウッドスターをイメージ
ソースにした「FLACHBACK」は、ノ
スタルジックとエフェクターらしい存在
感をバランスよく融合させたデザイン。
逆に「Mute」は、エフェクターには珍し
いフロントのすっきりしたフォルムに対
して、8ミリ厚のテンプルのボリューム
感が印象的だ。問オプティカルテーラー 
クレイドル青山店

キューブリック
QBRICK
大きなレンズシェイプが効いた「BT-
YG3」は、キューブリックとGreen Jacket 
SPORTSのコラボ新モデル。βチタンに
シリコンゴムを組み合わせたテンプルは
スポーツシーンにも対応する。クラシカ
ルなスタイルをアレンジした「BTY98C」
は、フロント背面のカモフラ柄がサイド
からチラ見え。サングラスにも似合う。
問トリプルQ

exhibition in MODE OPTIQUE

誌上展示会
今年はStay@homeでブランドめぐり！
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